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No.143

あ
ま
市
と
合
同
実
施

　

６
月
定
例
会
は
６
月
２
日
に
開
会
し
、
19
日
間
の
会
期
で
行
い

ま
し
た
。

　
「
町
税
条
例
の
一
部
改
正
」、「
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
」
な
ど
、
11
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
」
と
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
に
関
す
る
」
２
つ
の
意
見
書
を
採
択
し
ま

し
た
。

主
な
補
正
予
算

天まで届け　わたしの願い！　～いずみ幼稚園 七夕まつり～

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

主
な
条
例
改
正

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
、
軽
自
動
車
税
の
引
き
上
げ

（
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の

登
録
か
ら
適
用
）
と
、
黒
字
企

業
の
法
人
町
民
税
引
き
下
げ
な

ど
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
改
正

　

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

と
、
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

の
拡
充
で
す
。

▼
消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金
を

　

改
定

　

退
職
報
奨
金
を
最
低
20
万
円

に
、
ま
た
、
一
律
５
万
円
の
引

▼
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

整
備(

２
期
分)　
　
　
　

　
　
　
　

２
９
７
９
万
１
千
円

　

小
中
４
校
に
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
導
入
し
ま
す
。

▼
防
災
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　

整
備

　
　
　
　

５
２
４
５
万
１
千
円

　

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、

太
陽
光
利
用
の
防
災
情
報
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
全
て
の
避
難

所
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
導
入
す
る

な
ど
、
災
害
時
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
し
ま
す
。

▼
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
費
用　

　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

夜
間
の
青
パ
ト
で
、週
３
日
、

町
内
を
回
り
ま
す
。

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　

セ
ン
タ
ー
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

１
８
９
万
７
千
円

　

新
た
に
あ
ま
市
と
合
同
で
行

い
、
大
治
町
役
場
内
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
相
談
窓
口
が
な
く

な
る
た
め
、
当
初
予
算
よ
り

２
６
６
万
６
千
円
の
減
額
と
な

り
ま
す
。

▼
民
間
保
育
所
運
営
費
補
助
金

　
　
　
　

８
６
７
３
万
８
千
円

　

・
東
保
育
園
の
増
築

　
　
　
　

８
１
９
７
万
５
千
円

　

・
南
保
育
園
の
改
修

　
　
　
　
　

４
７
６
万
３
千
円

▼
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業
の

　

計
画
策
定
業
務
委
託　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

２
４
２
万
円

　

砂
子
地
区
に
あ
る
萱
津
用
水

き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

を
せ
せ
ら
ぎ
散
策
路
と
し
て
、

整
備
す
る
計
画
を
策
定
す
る
た

め
で
す
。

▼
町
民
体
育
館  

解
体
工
事

　

契
約
先

　
　
　
　
　

  (

株)

加
藤
建
設

　

契
約
金
額

　
　
　
　

１
億
３
７
１
６
万
円

　

工　
　

期

　
　

平
成
27
年
３
月
20
日
ま
で

▼
公
共
下
水
道
工
事
そ
の
１

　
　
　
（
花
常
・
堀
之
内
地
区
）

　
　
　
　
　
　

　

契
約
先

　
　
　
　
　

  (

株)

加
藤
建
設

　

契
約
金
額

　
　
　
　
　
　

８
８
０
２
万
円

　

工　
　

期

　
　

平
成
27
年
３
月
10
日
ま
で

工
事
請
負
契
約

６月定例会
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「
環
境
立
町
」
を
目
指
し
て

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
な
ど
の
交
付
を

本
会
議
質
疑 

＆

  　
　
　
委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

チェンジ ・ チャレンジ ・ パワーアップ！ ～理想的な議会を目指して～

議会制度改革等特別委員会報告

町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

な
ぜ 

増
税

　

今
回
の
改
正
で
、
軽

自
動
車
の
税
額
を
、
な
ぜ
引
き

上
げ
る
の
か
。

　

近
年
の
軽
自
動
車
は

性
能
が
上
が
っ
て
お
り
、
小
型

の
自
動
車
と
変
わ
ら
な
い
。

　

税
の
公
平
性
と
負
担
水
準
の

適
正
の
た
め
、
改
正
し
た
。

　

引
き
上
げ
る
理
由
は

　

消
防
団
員
の
退
職
報

償
金
を
最
低
20
万
円
に
、
ま
た

一
律
５
万
円
の
引
き
上
げ
を
行

う
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

消
防
団
員
の
処
遇
改

善
を
図
る
目
的
で
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
フ
リ
ー

接
続
で
は
な
く
、
災
害
時
の
避

難
者
に
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
公
開

し
て
、
開
放
す
る
予
定
で
あ

る
。 

 
 

 

　

な
ぜ
補
正
に
な
っ
た
の
か

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
委

託
料
が
、
５
０
０
万
円
あ
が
っ

て
い
る
。

　

本
来
な
ら
当
初
予
算
で
、
提

案
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
か
。　

な
ん
と
か
補
助
金
を

取
れ
な
い
か
と
、
調
べ
て
い
た

が
該
当
が
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
青
パ
ト
は
犯
罪
の

抑
制
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、
今
回
の
補
正
と
な
っ
た
。

　　

町
単
独
で
は
な
か
っ
た
の
か

　

当
初
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

町
単
独
と
な
っ
て
い
た
。

　

な
ぜ
あ
ま
市
と
合
同
で
行
う

の
か
。　

４
月
に
委
託
業
者
と

契
約
を
交
わ
し
た
。
そ
の
後
、

あ
ま
市
か
ら
申
し
入
れ
が
あ

り
、
協
議
を
し
て
き
た
。

　

委
託
先
が
同
じ
業
者
で
あ

資
料
室
の
資
料
の
保
管
場
所

が
、
最
近
に
な
っ
て
め
ど
が

立
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

　　

十
分
か 

安
全
対
策

　

町
民
体
育
館
は
大
治

小
と
隣
接
し
て
お
り
、
工
事
中

の
児
童
の
安
全
対
策
が
、
必
要

で
あ
る
。

　

ま
た
、
近
隣
住
民
に
対
す
る

説
明
は
。

　

登
下
校
中
の
時
間
帯

は
、工
事
車
両
の
制
限
を
行
い
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
工
事
ヤ
ー
ド
と

し
て
、
高
さ
１
．
８
ｍ
の
仮
囲

い
を
設
置
す
る
。

　

ま
た
、
住
民
説
明
会
は
考
え

て
い
な
い
が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
す
る
ほ
か
、
近
隣
に

は
訪
問
し
て
説
明
す
る
。

　

な
い
の
か 

支
障

　

体
育
館
の
南
側
に
、

大
治
小
の
プ
ー
ル
が
あ
る
。

　

昨
年
、
一
般
開
放
し
て
い
た

が
、
工
事
に
よ
る
支
障
は
な
い

の
か
。　

今
年
度
の
一
般
開
放

は
、
８
月
１
日
～
10
日
ま
で
、

南
小
学
校
で
行
う
の
で
、
支
障

は
な
い
。

　

産・

・

・

・

後
う
つ
の
選
定
理
由 

　

自
殺
対
策
事
業
で
、

産
後
う
つ
対
策
に
つ
い
て
提
案

が
あ
る
。

　

他
の
理
由
で
自
殺
す
る
人
も

多
い
中
で
、な
ぜ
選
ん
だ
の
か
。

　

昨
年
ま
で
は
高
齢
者

対
策
を
し
て
い
た
。

　

産
後
に
う
つ
に
か
か
る
人
が

多
い
の
で
、
１
０
０
％
面
談
で

き
る
産
後
う
つ
対
策
に
し
た
。

　

接
続
方
法
は

　

防
災
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
整
備
で
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

を
導
入
す
る
が
、接
続
方
法
は
。

り
、
合
同
で
行
っ
た
方
が
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判

断
し
た
。

　

全
体
計
画
を
示
せ

　

萱
津
用
水
の
せ
せ
ら

ぎ
散
策
路
の
策
定
業
務
委
託
料

の
提
案
が
あ
る
が
、
全
体
計
画

の
詳
細
は
。

　

計
画
は
、
三
本
木
排

水
機
場
の
下
流
50
ｍ
か
ら
砂
子

橋
西
ま
で
の
約
７
３
６
ｍ
。

　

工
期
は
早
け
れ
ば
、
平
成
27

年
度
か
ら
３
～
４
年
と
考
え
て

い
る
。

　

な
ぜ
補
正
か

　

大
治
会
館
は
、
老
朽

化
し
た
施
設
で
あ
る
。

　

今
回
、
解
体
工
事
設
計
委
託

料
の
提
案
が
あ
る
。

　

な
ぜ
、
当
初
予
算
で
な
く
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
。

　

　

老
朽
化
の
懸
念
は
し

て
い
た
が
、
２
階
の
歴
史
民
俗

消
防
団
員
の

　
　

退
職
報
奨
金
の
改
定

町
民
体
育
館

　
　

解
体
工
事
請
負
契
約

　

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、
平
成
26
年
５
月
16
日
（
金
）
の
午
後

７
時
か
ら
、
町
立
公
民
館
を
会
場
に
、「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、
平
成
26
年
度

の
当
初
予
算
な
ど
、
審
議
の
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
後
、
議
員
は
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
町
民
の
方
々
の
テ
ー

ブ
ル
に
つ
き
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
先
ほ
ど
報
告
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
い
説
明

を
行
っ
た
り
、
平
成
26
年
度
新
規
事
業
な
ど
町
政
に
対
す
る
質
問
や
厳
し
い

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
熱
い
思
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し

た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
住
民
と
の
交
流
を
通
し
て
、
議
会
の
機
能
を
高
め
、
町
の
発
展

の
た
め
、
議
会
活
動
や
議
会
改
革
の
力
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
方
と
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
報
告
会
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

●次回の議会報告会

　　 ・ 日時　平成 26 年 10 月 24 日 （金）　午後７時

　　 ・ 場所　公民館 ( 予定 )

　　　　詳細は、 回覧でお知らせします。 ぜひ、 ご参加下さい。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

ファミサポ　講習会

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

訓練に励む消防団員

一
般
会
計　

補
正
予
算
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６月議会の一般質問は、６月９日に行い、５人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

　

今
年
３
月
末
に
、
町

庄
内
川
河
川
敷
公
園
か

ら
清
須
市
ま
で
の
散
策

路
が
完
成
し
、
６
月
15

日
に
、完
成
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

庄
内
川
は
一
級
河
川
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
、
水
遊
び
が
多
く
な
る
時
期
に
な
っ
て
く

る
が
、
万
が
一
、
水
難
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
救
助
す
る
器
具
が
な
い
。

　

救
命
用
具
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長

　

庄
内
川
は
、
国
が
管
理
し
て
い

る
の
で
、
中
部
地
方
整
備
局
に
話

を
し
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

都
市
整
備
課
長

　

河
川
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た

め
に
、
安
全
利
用
マ
ッ
プ
の
作
成

や
水
難
事
故
防
止
の
注
意
看
板
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
る
。

　

他
に
、
２
問
あ
り
ま
し
た
。

松本英隆議員

庄
内
川
河
川
敷
公
園
に
救
命
用
具
の
設
置
を

  検討する
町
長

①
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か

集
積
所
で
、
不
燃
ご
み
の
中
か

ら
金
属
を
多
く
含
む
も
の
と
小

型
家
電
を
分
別
し
て
い
る
。

②
昨
年
度
は
、
捕
獲
器
を
12
件

貸
し
出
し
、
５
頭
の
有
害
鳥
獣

を
捕
獲
。
外
来
種
の
対
策
は
、

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
。

③
野
外
活
動
な
ど
を
利
用
し

て
、
環
境
教
育
を
し
て
い
く
。

「
環
境
立
町
」
を
目
指
し
て

  積極的に取り組む

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
を
、
コ
ン

ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

　
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
役
場

の
窓
口
が
開
い
て
い
な
い
と
き
で
も
、
証
明

書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

　

さ
ら
に
、
窓
口
業
務
の
軽
減
な
ど
に
も
つ

な
が
る
が
、
ど
う
か
。

町
長

　

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
は
十

分
考
え
ら
れ
る
が
、
新
た
な
機

器
の
調
達
費
、
既
存
シ
ス
テ
ム

の
改
修
費
、
維
持
費
な
ど
多
大

な
費
用
が
か
か
る
。

　

ま
た
、
現
在
実
施
し
て
い
る

全
国
の
自
治
体
は
、
85
団
体
と

少
な
い
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
導
入
の
考

え
は
な
い
。

折橋盛男議員

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
な
ど
の
交
付
を  導入しない

　

３
月
議
会
で
は
、
公

園
条
例
を
可
決
し
、
４

つ
の
公
園
を
認
定
し

た
。
そ
の
公
園
の
中
で
、

開
発
行
為
に
伴
う
寄
附
に
よ
る
公
園
が
、
中

島
大
門
先
と
砂
子
堂
地
公
園
で
あ
る
。

　

中
島
大
門
先
公
園
に
は
、
利
用
者
が
休
憩

す
る
ベ
ン
チ
が
一
つ
も
な
い
。

　

寄
附
に
よ
る
公
園
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

を
考
え
て
い
る
の
か
。
施
設
要
件
な
ど
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

宅
地
開
発
に
伴
う
公
園
は
、

開
発
区
域
内
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
と
い
う
認
識
で
あ
り
、

そ
こ
に
住
ま
わ
れ
る
方
の
利
用

形
態
を
考
え
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
整
備
を
す
る
。

　

ベ
ン
チ
の
設
置
要
件
は
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

他
に
、
６
問
あ
り
ま
し
た
。

𠮷原経夫議員

ベ
ン
チ
の
な
い
公
園
を
、
果
た
し
て
公
園
と
言
え
る
の
か

  要件は、考えていない

　

全
国
で
空
き
家
の
増

加
が
、
社
会
問
題
化
し

て
い
る
。
な
か
で
も
、

老
朽
化
し
た
家
は
、
倒

壊
の
危
険
性
な
ど
が
懸

念
さ
れ
、
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

空
き
家
が
増
加
す
る
と
、
景
観
の
悪
化
や

防
災
・
防
犯
機
能
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

本
町
の
空
き
家
の
実
態
を
、
ど
う
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、「
空
き
家
適
正
管
理

条
例
」
制
定
の
考
え
は
。

町
長

　

空
き
家
の
実
態
は
、
把
握
で

き
て
い
な
い
。

　

危
険
な
状
況
や
生
活
環
境
の

保
全
に
支
障
が
あ
る
場
合
な
ど

は
、
現
行
法
令
で
対
応
で
き
る

と
考
え
て
お
り
、
条
例
の
制
定

ま
で
は
、
考
え
て
い
な
い
。

都
市
整
備
課
長　

　

空
き
家
に
関
し
て
の
苦
情

は
、
役
場
で
対
応
す
る
。

後藤田麻美子議員

空
き
家
問
題
の
改
善
策
を

  現行の法令で対応

ずばり直言！ 一 般 質 問

あ れ か ら ど う な っ た ！ 　過去の一般質問から、その後どうなったかを追跡取材し、

お知らせします。

平成２５年１２月定例会

質問　チャレンジデーに参加できないか。

答弁　教育団体だけでなく、他の団体とも連携を取り、平成
　　　27 年度の参加を目指して、準備を進めていきたい。

◆本町の節目を記念した、町制施行 40 周年記念事業において、その

中のキックオフイベントとして「チャレンジデー 2015」を平成 27

年５月 27 日（水）に開催する。

●チャレンジデーとは…

　毎年５月の最終水曜日に世界中で実施されている、住民参加型の

　スポーツイベント。

平成２５年１２月定例会

質問　自主防災組織を全行政区に。

答弁　町独自のテキストを作成し、町から地域に出向き、
　　　設立を促していく。

◆平成２６年１月、砂子東部５町地区の役員を対象に自主防災組織の

　設立に向けた説明会を開催。

◆５月 31 日、同地区にお住まいの住民の方を対象に、講師を招いて、

　住民目線の分かりやすい住民向け説明会を行った。

◆７月６日、南屋敷自主防災会の設立総会が開催された。

水辺に遊ぶ

　

本
町
は
、「M

OTTAINAI

運
動
」
を
推
進
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
環
境
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
環
境
先
進
地
を
目
指
し
て
、
き

れ
い
で
明
る
い
ま
ち
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
問
う
。

①
小
型
家
電
と
鉄
く
ず
の
分
別
状
況
は
。

②
有
害
鳥
獣
と
外
来
種
対
策
の
強
化
を
。

③
環
境
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
。

横井良隆議員

はるちゃんもテープカット
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▼
向ひ
ま
わ
り

日
葵
の

　
　
　

空
か
が
や
け
り

　
　
　
　
　

波
の
群む

れ

　
　
　
　
　
　

―
水み
ず
は
ら
し
ゅ
う
お
う
し

原
秋
櫻
子

▼
照
り
つ
け
る
日
差
し
の
な
か
、

向
日
葵
は
太
陽
に
向
か
っ
て
元
気

に
咲
き
誇
る
。

▼
向
日
葵
は
、
太
陽
の
花
―

い
っ
ぱ
い
に
花
を
つ
け
た
向
日
葵

は
、
自
然
の
雄
大
さ
や
力
強
さ
を

教
え
て
く
れ
る
。

▼
向
日
葵
の
よ
う
に
力
強
く
寛
容

に
か
く
あ
り
た
い
。

暫
時
休
憩

　

大
治
名
産
の
「
赤
し
そ
」
作

り
を
中
心
に
、
農
業
後
継
者
と

し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
八
ツ

屋
の
三み

わ輪
明あ
き
ひ
ろ広
さ
ん
に
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
農
業
を
職
業
に
さ
れ
て
、

い
か
が
で
す
か

　

大
治
は
、
八
ツ
屋
の
河
川
敷

を
除
い
て
、
全
町
市
街
化
区
域

な
の
で
、
固
定
資
産
税
は
高
い

し
、
住
宅
に
囲
ま
れ
て
農
業
を

営
む
の
は
大
変
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
赤
し
そ

の
耕
作
面
積
は
１
町
３
反

（
３
９
０
０
坪
）
で
、
ほ
う
れ

ん
草
は
６
反
（
１
８
０
０
坪
）

まちかど
　　インタビュー

№ 36

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

き
つ
く
て
大

変
な
面
も
あ
り

ま
す
が
、「
大
治

の
赤
し
そ
」
を

守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
き
っ
か
け
は

　

農
家
に
生
ま

れ
て
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
農
業
の

手
伝
い
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

高
校
は
中
学

校
の
恩
師
の
古

川
先
生
の
勧
め

で
稲
沢
高
校
（
農
業
科
）
に
行

き
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
農
業
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
５
年
前
に
当
然
の
よ

う
に
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。

―
―
夢
は

　

昨
年
、
町
の
推
薦
で
農
業
経

営
士
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
主
催
の
年
２
回
の
勉
強
会

に
も
出
席
し
、
幅
広
い
人
た
ち

と
交
流
を
深
め
、
視
野
が
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
と
し
て
は
、
子
ど
も
達

に
野
菜
作
り
の
楽
し
さ
や
、
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
知
ら
せ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
教
育
委
員
に
も
な
ら
れ
ま

し
た
が

　

教
育
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
と

き
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、

「
お
や
じ
目
線
」
で
頑
張
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
治
中
は
マ
ン
モ
ス
校
で
、

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、

メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
生
か
し

て
、「
町
の
団
結
」
の
中
心
に

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
赤
し
そ
」
で
、

大
治
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

９
月
定
例
会  

日
程
（
案
）

２
日(

火)   

開
会

　
　
　
　
　

上
程
・
提
案
説
明

８
日(

月)  

一
般
質
問

10
日(

水)   

質
疑　

11
日(

木)   

総
務
教
育

                           

常
任
委
員
会

12
日(

金)   

福
祉
建
設

                           

常
任
委
員
会

24
日(

水)   

採
決　

　
　
　
　
　

閉
会

※
開
会
は
午
前
10
時
で
す
。

　

日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

　

定
例
会
日
程
は
、
町
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
し
て
い

　

た
だ
け
ま
す
。

議　　　案 賛成 反対 結果

６

月

定

例

会

町税条例の一部改正 9 １ 可決

国民健康保険税条例の一部改正 10 0 可決

非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例の一部改正 10 0 可決

平成２６年度　一般会計補正予算（第１号） 9 1 可決

海部津島土地開発公社の解散　　　　※議長が理事のため退席 9 0 可決

工事請負契約（町民体育館取壊等工事） 10 0 可決

工事請負契約（公共下水道工事） 10 0 可決

物品購入契約（南小学校の給食機器購入） 10 0 可決

平成２６年度　一般会計補正予算（第２号） 10 0 可決

「手話言語法」制定を求める意見書 10 0 可決

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）に関する意見書 10 0 可決

　下記の意見書を可決し、国の関係機関に提出しました。

■「手話言語法」制定を求める意見書（要旨）
　手話は、コミュニケーションの手段として、大切に守られてきた。しかし、
ろう学校では手話は禁止され、手話を使うことで差別された長い歴史があった。
　国は、きこえない子どもが手話を身につけ、手話で学べるなどの環境整備を
目的とした「手話言語法」を制定するよう、要求する。

■ＴＰＰ（環太平洋連携協定）に関する意見書（要旨）
　政府は、ＴＰＰ交渉において年内妥結を断念し、引き続き協議を続けていく
こととなった。国益をかけた極めて厳しい交渉が続くと予想されるが、政府は
いかなる状況においても、現在の姿勢を断固として貫かなければならない。　
　また、衆参農林水産委員会決議を遵

じゅんしゅ

守されることと、交渉に関する国民への
情報開示を徹底されるよう、要求する。

意  見  書

　５月１４日、広報特別委員会は、中日新聞社にて研修を行いました。

中日新聞社では、ＰＴＡ広報紙を中心とした講習会を年２０回ほど開催

しています。時には、「他流試合もいいだろう」との思いで、参加しま

した。

　今回の講習は、整理記

者（個々の記者が書いた

記事を最終的に紙面に編

集する）の講演でした。

　広報紙の特徴は「結論
を先に書く」が基本とな

ります。理由としては、

読者はまず興味のある記

見出しが勝負！ ～議会広報特別委員会～
事から読むためです。また、５Ｗ１Ｈ（いつ、どこで、だれが、何を、

なぜ、どのように）を常に意識し、不必要な接続助詞の削除や修飾語

の短縮など、読者にわかりやすく書く姿勢の大切さを学びました。

　特に勉強になったのは、写真の撮り方です。常に被写体の目線に合

わせての撮影に心がけ、高い位置より低い位置の方が良いということ

です。

　最後に、見出しの付け方です。

　例…「プール開き」⇒「きらり　水しぶき　光る笑顔」
のように短い文章で、読者をひきつけるようにすることが重要と学び

ました。

　今後も、住民の皆様に分かりやすく、また、興味を持っていただけ

るような広報紙づくりを心がけていきたいと思います。

雨ニモマケズ・・・


